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要旨:現在、日本国内においてどの程度「ジーンズ」という日常的なファッションアイテ

ムが教育されているのか現状調査を行った。取り分け、ジーンズ制作を用いた教育は、今

後のファッション教育の中で確実に必要とされると仮定し、圏内にあるファッション系専

門学校 40校以上を実態調査。その結果から今後、その教育をより活性化する為にはどのよ

うな事ができるかを検証、考察する。

1.諸言

現代人のワードロープにジーンズという

ものが存在しても、最早それが珍しいとい

った印象を抱く事は少ないように感じる昨

今、 21世紀に入ってからのファッションは

その前世紀と比べ多様化し、また、変化し

続けている事は歴然である。リアルクロー

ズが時代と共に変遷を遂げる中、「ジーンズ」

というものを研究し続ける過程の中で一つ

の疑問に直面した。それは将来的にそれら

を実際に製作するプロフェッショナルを育

成する事を目的として存在しているであろ

う服飾系専門学校は、その時代の流れを汲

み取ったファッション教育をどの程度行っ

ているのだろうかといった疑問である。

本来であればそれだけの市場1) を持つカ

ジュアルウェアの代表とも言えるジーンズ

は、極当たり前にファッション教育として

教材の一部になっているべきであり、また

それら教育のメソッドも確立されているは

ずである。

提出年月日:2017年2月 13日

受理年月日:2017年3月 9日

更には、ジーンズは一般的なトラウザー

とは全く事なる製法で作られる為、制作と

なれば独特のノウハウを必要とする。しか

しながら、それらを教育する際に用いられ

る教科書や参考図書に目を向けると、未だ

尚、十分にジーンズの教育が浸透している

と感じる事が少ない事から、その部分が非

常に懐疑的であり、本調査を駆り立てる強

い動機付けとなった。

現代のファッションアイテムの中で、ジ

ーンズを無視する事はできない程、ジーン

ズカジュアル市場は莫大な規模があるとさ

れ、ブランドやプライスゾーンに関係なく、

市場には既に溢れている。

そして生まれた時からそれらのアイテム

が身近にあり、その環境下で何気なく育っ

た「ジーンズネイティブJ2)はそう遠くな

い数年後、確実にファッション教育の場に

現れると仮定する。その上で、その時まで

に現在の服飾系専門学校はどのような準備

をしておく事が望ましいのか検証するべく、

本現状調査を行った。

本稿執筆時点、日本国内におよそ 120校
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程度あるとされる 3)服飾系専門学校に対し

アンケート調査を行う。取り分け、ジーン

ズのメッカとされる岡山県内にある複数の

学校においては現地調査の協力を依頼、首

都固または他県での調査結果と比較しなが

ら検証を行った。それらの結果を踏まえ、

今後のファッション教育の中で、どの様に

ジーンズというアイテムを扱う事が望まし

いのか、更には、どの様にそれらの教育を

取り入れていく事ができるのかを考察する。

2.アンケート調査の実施

本調査では学校法人文化学園の連鎖校を

はじめ、その他インターネットから抽出し

た各専門学校に対して、アンケートによる

回答形式の調査を行った。メールにてアン

ケート協力依頼を行い、その上で回答をも

らう。アンケートはあらかじめ用意した回

答の中から選択する形式を基本とし、更に

は、必要に応じて自由に回答もできる自由

記述欄も設け、ストレートな意見を抽出で

きるように配慮した。

2-1.アンケート概要

本調査で最も重要な質問は 「ジーンズを

教育の中で用いているか否か」である。た

だし、ジーンズというアイテムだけに限定

してしまうと、回答範囲を必要以上に狭め

てしまう恐れがあった為、ジーンズだけで

なく、「デニム」という素材についても用い

ているかどうかを追加した。アンケート設

問概要は図 1"-'3を参照。

2-2.調査対象

インターネットサイトより、日本国内に

ある服飾系専門学校を抽出する。基本的に

はそれらによって抽出された全校と、更に

は学校法人文化学園の連鎖校を調査対象と

する。

I立化コァッショシ大学院大学】

ジーンズ教育に関するアンケー卜調査

こ由ア〉ケm ト.. 事在.設が園におけるコアヲシヨシ教育田中で‘どの種11:ヲーシAI'>デ

ニムについて教育されてい蚤かを調査する亀田アシケートです. ('肝璽時聞:5分程度)

A. 1IJめに学瞳名をE越してください

...占拠10:..<<:tIo tfl.調CÐ・l~t'I.:j5"g:・'Jl!' ttAレ

己申禽申廻Jl圃申E聞は湿ん1ft;由Io:Gを何けて<Ifさい

B. rヲーンズ』というコアヲシヨシアイテム.または『デ=ム』という察柑を.授.

..11青田中で用い否事はありますか? 同・.・...e，:.，.，....cを割引起蜘
.iIl否司陰間 B・1へ

ない→陰間B-2へ
[iIl奇相舎の陰間]

B-1 どのよう絃報宵相箇でmいられていますか? 機・E園筆宵

-創作的な相薗 司般岡 8-1・1へ
・ピヲネス教育的相置 司II!!間 8-1-2へ
-商品またはアイテム由民閣として →股間 8-1-3へ

-モ由健 司II!!岡8-1-4へ

8-1-1. r圃仰向U..Jr.:テエヲクを入れた相舎のゐご固省ください.
異体的にど由ょうt~l!I曹の相国で用いられていEすか? 灘・111固筆司

-コアヲシヨシデザイシ →匝圃2-1・lAへ
・バター〉メーキ>~ 司自量岡 2-1-1....へ
-圏副 司偉間 2-1-1Aへ
-テキスタイル潤筆{置。‘..め響を禽む}

-阻畠加工

・そ由他

図1. アンケート内容 (1頁)
B-1-1・1. r副作的は場面』申申でも『コ7"診ヨシデザイ>J. r)(ター〉

メーキ〉タJ.r圃圃j白いずれまF一つでも置んだ唱倉由bご圃笛〈
Eさい. 異体的にそれ8陣どん担アイテムですま~1 ・・・・富司

-芦ーJ;(~Xはバシツ

・スカト

. s，..~~ν 

.ヨ'"ケヲト

-ワンピース.:SZ:回全て由ドレス
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8-1-2. rピラネ;1;-宵崎塩田』にチヱヲタをλn1<:唱合由bご国笹〈ださい.
異体的1Le'由ょう草ピヲネス輯宵母唱薗で聞いSれていますが?....... 

-メー均一、ブランドピヲ本ス圃量

.直織田遭

-市喝、トレシド量向圃置

.1J:;;ユアルピヲネス圃量

-圃畠コスト、調益・‘マネー圃量

.1Ii売量量.軍発方量‘直園闘車

-モ由.

B-ト3. r膏昼、 elt悼アイテム骨量・としてJr.:チヱヲタをλれた唱舎町hご薗

省<1:!さし、. 具体岨1o:e'11Jょう草それ8由掴圃11.由壇画で用い8れていま

すまH ・・.. 圃司

-各圃位名再

.Il史、変遷

・コィヲト.スタイ)~

-テキスタイJ凶・量 (.IJ、量め・を富む}

・車種、畠圃冒理tJ.e'11J・llJllい

-色、圃工

-値格

-そ田・

図2_ アンケート内容 (2頁)
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日-1-4. rモ白檀Jにチ工ツヴを入nた万のみご回書ください.では、民体的に

どのような猫薗で用いられているのですか? ...t:Jlfl円寄

→ 訪問Cへ

[ない場合の股間]

6-2 なぜ用いないのです力、フ用いない理由を叫体的に記述してください.

H剛刊号宅

6-2-1 今後、それら在聞いた慢撲を学級で行っていく可能性はありま'か?

槻一つ足w・.
ある

ある力、むしnt.;ぃ

-わから早い

あまりない力、もしnt.;ぃ

えよい

6-2-2 どのような注つ力、けがあれば、それらを用いた敦司を縄入しよう

と思います力、フ 日，"旧宮

P 自M3へ

[全員回答の組問]

C シーンス、またはデニム耳材に対する近年の学生の仰院や取商ニーズはあります

力、? 灘ーっ""t・笹
同盟にある と倉どきある 掘にある ・ほとんどはい わからない

D 今後 ごnらを用いた教育lふ 白分遣のす岨として必要になると考えられますかフ
事一つ"'，.圃普

。考えらnる ど古らともいえない ー考えられない

こ協力ありがとうございました.

図 3. アンケート内容 (3頁)

2-3.調査方法

それらリストアップされた学校の中から、

コンタクトできるメールアドレスをホーム

ページ上などから抽出する。それら抽出さ

れたメールアドレスに対し、調査協力の依

頼メールを送り、協力を得た学校からのみ

回答をもらう。回答方法はオンライン 4)に

て用意した設問に回答してもらう形式と、

それと同一の内容をメール添付したアンケ

ート回答用紙に記述してもらい、それらを

ファックスにて受け付ける 2形式とし、被

験者がそれぞれの事情に合わせて回答し易

いように配慮する。更には、回答は1校に

つき 1回答とする。

2-4.調査期間

調査期間は 2016 年 11 月 24 日 ~2 週間程

度。

2-5.現地調査

このアンケートからより現実的な考察や

効果的な提案を導く為には、実際の教育現

場での調査をする必要があると判断した。

とりわけ、ジーンズのメッカとされている

岡山県でのジーンズ教育の実態を知らなけ

れば、優劣の判断に難が生じる可能性があ

ると考えた結果である。そこで岡山県内に

ある 6校の服飾系専門学校のうち、 4校に

現地調査を依頼。快諾を得た後、それぞれ

の学校を訪問し調査を行った。

2-6.現地調査期間

現地での調査期間は2016年 11月29日~

12月 l日。

3.調査結果

2項にて抽出した全 121校の学校のホー

ムページからコンタクトアドレスの抽出を

試みるも、 24校は不明であった為、最終的

にアンケート協力依頼を配信する事が出来

たのは 97校となった。

3-1.回答数

97校に同様のメールを配信し、オンライ

ンアンケートでの回答と、ファックスでの

回答を得た。最終的に回収できた回答数は

45件となった。回答率は 46%と些か低く見

えるが、北は北海道、西は熊本までと日本

全国それぞれの地域をカバーした収集とな

った為、回答率は然程重要視していない。

それ以上に、 47都道府県の内、服飾系専門

学校が存在していないと考えられる県は 7

県、従って残り 40都道府県の内、回答のあ

った学校の所在地は 25都道府県で、あった

為、調査の趣旨から考えれば全国の内、半
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数を超える都道府県での調査ができたと言 ・B・1・1・1設問にて「ジーンズ、又はパン

える事を重視する。 ツ」を選択

上記項目の全てを選択した学校は 20校

3-2.回答結果 に止まった。それら学校に対し、どの程度

質問は様々にあったが、本稿では考察に の制作を行っているかを確認する為、更な

結びつく設問のみを報告する る追加調査を行う。

設問BFジーンズ」というファッション
アイテム、または「デニム」としづ素材を、 4-1.調査概要

授業や教育の中で用いる事はありますか?J] 本調査では制作している作品が「ジーン

にて、 9割以上の学校で「ジーンズ」また ズ」であるのか、又は「パンツ」であるの

は「デニム」が既に教育の現場に用いられ かで、全く事なる見解となる可能性がある

ている事がわかる。結果については図 4を 為、追加調査ではそれを最初に確認する。

参照。 また、本調査にて言及している「ジーンズ」

図4. 設問 B回答結果

4.追加調査

前項での回答結果から、重要な事はそれ

らが具体的にどのように取り扱われ、教育

されているかという事であると考える為、

回答のあった 45校の中から、以下項目に当

てはまった学校のみを対象として追加調査

を行う。

'B設問にて「ある」と回答

. B-l設聞にて「制作的な場面」を選択

• B-l-l設問にて「ファッションデザイン」、

「パターンメーキング」、「縫製」のし、

ずれかを選択

の定義としてはデニムで、作った 5ポケット

型のデザインと定める。更には、それらを

制作するにあたり、どの程度市場製品を意

識した教育を行っているのかも確認をする

と同時に、完成品についても市場製品との

比較をした上での見解をもらう事とする。

追加調査のアンケート内容は図 5を参照。
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• rジーンズ教育に関するアシケート調査Jにおける追加調査
元このアシケートに限り、『ラーシズ』申z・としてデ=b.で作Sれ止5ポケ"ト置{コイシポ
ケ"ト@柑いた所・siーシX申理署)申デザイシとさt!て国きます

A 間作してい<;rラ ンズ)([~パンツJ [手且体的にどれですかラ (1つだ付置阻)

.511¥ケット盟のジ ンズ→宙開 A~1.^

.5ポケット量以外のパンツ →段問B。へ

・どちらち制作していあ →誼聞 A-lへ

A-1. f5ホケット型のラ ン;(J、または Iどちらち制作している」を置Rした場合のみ

ご図書ください.

副作にあたり‘どの程置市崎園品の植盟仕梅を軍Iaして作られています力、，

(1つ置け温揖}

-とても息調していあ →世間A-l-1へ

。.，考曜置に直属してい否 →設問 A-l-1へ

ーあまりI!!Iaしてい広い →誼問Bへ

，全く盟議していたよい →担問B.へ

A-l-l， rとてち置麗していあj、または r.，考唖J![に軍麗している」を週担した宿舎のみご

固杏ください.

制作された学生作晶は市唱圏晶と岡檀置の担割クオリティ 疋と思いますかヲ

はつだw・JI>
そう思う

まあそう思う

-どちらともいえ恕い

.あまりそう思わない

思ねない

→酋間Bへ
B.今後、これ色を用いた教育ほ目*<0"'12として必要になあと考えられますか下

(1つ11'11・嗣)

考えられ否

'どちらとち1I;tはい

-考;tSれ主主い

ご凪力ありがとヨご古いました.

図 5. 追加調査用アンケート内容

4-2.調査対象

4項にて列記した先の調査にて回答のあ

った 45校から、一定の条件を満たした 20

校を対象とする。

4-3.調査方法

本追加調査では対象が少数であった事か

ら、オンラインでの回答は行わず、メール

にて返信、もしくはメールをプリントアウ

トしてファックスにて返信を募る方法とす

る。

4-4.調査期間

調査期間は 2016 年 12 月 7 日 ~20 日。

4-5.現地調査

前項初の現地調査の際、岡山県の学校に

ついては4項にて述べた諸条件を既に満た

していた為、同時に現地で、追加調査を行っ

た。

5.追加調査結果

20校を対象に行った本調査で、は最終的に

回答があったのは 19校となった。その 19

校の回答から「ジーンズj を制作し、更に

は市場製品を意識し、且つ、『制作された学

生作品は市場製品と同程度の縫製クオリテ

ィーだと思いますか?J]の設問で「そう思

うJ、文は「まあそう思うJと回答した学校

はわずかに 3校に止まった。また、その内

2校は岡山県の学校という結果になり、メ

ッカである岡山県以外の都道府県ではわず

かに 1校しかないという現状が見えた。

同条件で、「制作された学生作品は市場製

品と同程度の縫製クオリティーだと思いま

すか?J]の設問で「どちらとも言えないj

を選択した学校は 4校。いずれも岡山県以

外の都道府県であった。

6.考察

5項の調査結果から、「そう思う」、「まあ

そう思うJと「どちらとも言えなし、」の回

答を得た学校数を合計したとしても、全部

で7校、 120校以上ある学校という数から

考えれば、多くの学校が市場製品を意識し

たジーンズ、教育を行っているとは言し嘆齢、

現状があると言えるだろう。

また、別の視点から考えれば、先の調査

で抽出された 20校であっても、半数以上は

市場製品をあまり意識していないジーンズ

教育を行っているという現状があると加え

て言及できる。近い将来、確実にそのフィ

ールド、に入ってくるジーンズネイティブ世
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代に対し、現状のまま彼らを迎えるには些

か心細さを感じざるを得ない。更には、そ

のジーンズという製品を日常的に着用し、

既に馴染んでいる世代であるからこそ、官

頭に述べたトラウザーとは異なった独特の

製法で作られるジーンズを、今以上に製品

に忠実に教育する必要性は大いにあると感

じる。

これらの調査結果から、現在の我が国に

おけるジーンズ教育は更なる発展を遂げる

必要があると言えるだろう。従って、これ

らをどのように、より、活性化する事がで

きるのかをここで考察する。

6-1. ソリューション

主に現時点で推察できるソリューション

は2つ。 1つ目は岡山県内の学校を参考と

する事。そして 2つ目は、都道府県や学校

を超えてそれらを指導するエキスパートを

養成するタスクチームを組織する事と考え

た。

はじめに、前者では、本調査にて明確に

なった現在の我が国において、最も活発な

ジーンズ教育を行っている 3校の内、 2校

が岡山県内の学校であった事から、それら

学校での事例を参考として少しずつ始めて

行く事である。ただし、両者から学ぶので

はなく、それら学校の事例を意識して教育

を始めて行く事が重要だと考える。そして

結果的にそれが独自のノウハウとなり、蓄

積され、より良いジーンズ教育を行う事へ

と繋がるに違いないと確信する。

次に、後者では、本調査結果から見えた

部分を例として説明をする。アンケート調

両回答結果から、この提案の必要性を伺う

事ができる。

図6の結果から「頻繁にある」、「ときど

きある」、「稀にある」を「ある」と捉え、

「ほどんどなしリ、「わからなしリを「なしリ

と捉えて考えると、実に 9割近くの学校が

学生からの教育ニーズ、を感じているという

結果が見える。

また、図 7の結果からは、今後はジーン

ズ教育が必要になると考えている学校は6

割と、半数を上回る結果となっている。現

時点で、は行っていないものの、今後の可能

性はあると感じている学校が多いと言える。

図6. 設問 C回答結果

考えら
れない，

0， 0% 

査での設問 C I学生からのニーズJ(図 6)、 図7. 設問D回答結果

設問 D I将来的な教育の必要性J(図 7)の
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これらの結果から、それらジーンズ教育

のニーズがある事は明白であり、将来的に

も必要となる事は多くの学校が認識してい

ると断言できる。それであれば、同じ様に

考えている学校同士が、都道府県や学校を

超えて定期的に交流し、情報を共有する事

で、迅速なジーンズ教育の基礎を作り上げ

る事ができると考える。更には、少数で取

り組むよりも、できるだけ多くの学校がー

っとなって取り組む事で、より上達した教

育を行う事ができる可能性は高いと推測す

る。

しかしながら、これら二つの提案によっ

て全ての問題が解決するとは言し嘆齢、現実

はある。例えば、機器などの設備面の問題

に対してはソリューションとしては乏しい

と言わざるを得ない。しかしながら、最も

注視すべきはそう遠くない将来、確実に新

しい世代がファッション教育の場に現れる

という事だ。その彼らのニーズやその時代

やトレンドに対して応える事ができなけれ

ば、学校が「服飾専門学校」として存在す

る意味はどの程度あると言えるのか、些か

疑問が残る結果となり得る可能性は否定で

きない。

本調査をきっかけとして、今後、多くの

学校でジーンズ教育がより活発に行われ、

結果として我が国のジーンズ産業と業界が

より活性化する事を期待し、引き続き注力

したい。
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注釈

1) 株式会社矢野経済研究所.ジーンズカジ

ュアル白書2015.株式会社矢野経済研

究所.2015. Wジーンズカジュアルウェア

小売市場規模推移(国内)j調査結果の

ポイント頁

株式会社矢野経済研究所.ジーンズカジ

ュアル白書 2010.株式会社矢野経済研

究所.2010. ~ジーンズカジュアルウェア

小売市場規模推移j62頁

2001年以降、その市場は I兆円以上を

推移している。

2)本研究にて 2016年 3月に行った学内研

究発表「ジーンズ教育の必要性に関する研

究~世代別所有率に見られる一考察-Jの

際に調査した結果から、 2001年以降に生ま

れた世代を『ジーンズネイティブ』と定義。

3)株式会社インサイトインターナショナル.

ナレッジステーション.日本の専門学校.

『ファ ッションデザイン・縫製』からリス

トアップ。http://www.gakkou.net/senlsrc/ (参

照 2016-1ト11)

4) Google Inc. Google Drive. WGoogle Formj 

https://www.google.co.jp 

アンケート回答用オンラインフォームとし

て活用。
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